４　登下校時に地震が発生した場合
第一次行動
○登校した児童・生徒は、休み時間や放課後の避難に準ずる。
	教　師　の　指　示　、行　動
	留　意　事　項

	　　　　　　　第一次行動
　危険な場所から離れる。
○日ごろから、防災マップ等により避難地及び避難可能場所等を確認し決めておく。
○登校時（小学生）は、班行動をとる。
○建物・塀・煙突・電柱など、倒れやすいものから離れる。
○ガソリンスタンド・ガスタンクなど、
　爆発や、火災のおそれのあるものから離れる。
○橋・歩道橋の上にいる時は、安全な方へ渡る。
○車に注意する。
○地割れに注意する。
○自転車は、交通のさまたげにならない場所におき、避難する。

　頭をおおってすわる。
○身近にあるもの（帽子・かばん）などでおおう。
○落ちてくるもの、倒れてくるものに、注意する。
○切れた電線に手をふれない。

　一緒にいた人を調べる。
○いない人は近くにいる知り合いの大人に知らせる。
○先生が来たら指示に従う。
○けがの手伝いをする。
第二次行動

　学校、自宅、避難場所に行く。
○状況に応じて、３カ所の中のうち、安全で近い所へ避難する。
○先生・家の人、町の人の指示に従う。
　
　けが人のでた場合は、すぐに家庭や近
所の人に知らせる。

	○保護者・地域等との連携をとる中で、通学路の安全点検をしておく。
　
　登下校の途中の教師は、学校と連絡を
　とり、登校する。
○登校している児童・生徒については、決められた避難場所に避難させる。
○教師は学区内を巡回し、適切な処置をする。

　児童・生徒名を確認し、記録する。
　（学年・組・氏名）
○安全な場所に待機させ、勝手な行動はとらせない。
　

本部（学校）へ児童・生徒の避難状況
　を報告し、次に指示を待つ。
○状況に応じ、教師は学区内を巡回し、
　適切な処置をとる。

　被害状況を報告する。
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